
けいはんなリサーチコンプレックス事業

i-Brain×ICT「超快適」スマート社会の創出
グローバルリサーチコンプレックス

[第1話] デジタル時代の大企業と
ベンチャー企業のオープンイノベーション

[第2話]イノベーション人材の発掘と活用・育成

日時）2017年1月26日（木）15：30～（17：30～講師を交えた交流会を開催）

会場）けいはんなプラザ ５F「黄河」（裏面のアクセスご参照ください）

参加費）無料 （交流会に参加される方は￥2,000 ）

お申込み方法）・裏面のお申込み用紙をFAXでお送りください。

・裏面の必要事項をEmalで mailto: seminar@keihanna-rc.jp

けいはんなリサーチコンプレックスウェブサイト http://keihanna-rc.jp/

(公財）関西文化学術研究都市推進機構を中核機関とするけいはんな地域は、文部科学省と科学技術振興機
構（ＪＳＴ）が推進する“リサーチコンプレックス推進プログラム”に採択されました。本事業は、地域の企業・大学・
研究機関の異分野融合によるオープンイノベションの仕組みを構築し新たな産業創出を目指すものです。
その一環として、地域内外にも公開した関連セミナーを実施します。

■講師 徳重 剛 氏 ㈱野村総合研究所 コンサルティング事業本部プリンシパル

[プロフィール]
徳重 剛 （とくしげ・ごう）

1999年慶應義塾大学大学院理工学研究科修士課程修了。
住友銀行（現・三井住友銀行）、医療ITベンチャー取締役を経て、
野村総合研究所入社。
専門はベンチャー企業とのオープンイノベーション、
ベンチャー政策実行支援。

[主催]けいはんなリサーチコンプレックス事業事務局 ／（公財）関西文化学術研究都市推進機構

TEL：0774-95-5047 FAX：0774-95-5234 Email：info@keihanna-rc.jp

昨今、大企業とベンチャー企業のオープンイノベーションの機運が高まっています。これは単なる
ブームではなく、デジタル時代ならではの必然性に裏打ちされたものです。
本講演の 第1話ではデジタル時代の大企業とベンチャーのオープンイノベーションの必然性を
解説するとともに、大企業とベンチャー企業の協業推進上の課題と解決策をご紹介します。
第2話ではイノベーションの担い手となる人材の発掘と活用、育成方法についてお話いたします。

mailto:seminar@keihanna-rc.jp


※参加申込みは、必要事項をご記入のうえ、FAXまたはEmailでお送りください。

Fax：0774-95-5234／Email：seminar@keihanna-rc.jp

お申込み〆切 ：2017年1月19日（木曜日）

2017年1月26日（木）第1回オープンイノベーションセミナー

お申込み用紙

※ご記入いただいた個人情報は、本イベント参加者の把握と主催者が開催する今後のイベント案内に利用させていただきます。

セミナー（15：30～） 交流会（17：30～）

参加　・　不参加 参加　・　不参加

参加　・　不参加 参加　・　不参加

参加　・　不参加 参加　・　不参加

参加　・　不参加 参加　・　不参加

参加　・　不参加 参加　・　不参加

E-Mail：

FAX：

TEL：

どちらかを○で囲んでください。
氏名所属・役職

所属機関

住所

連絡先


